
●沈殿の生成による元素の確認　化学反応などで，溶液中に生成する不溶
性の固体を沈

ちん

殿
でん

という。溶液に特定の試薬を加えて沈殿が生成すれば，溶

液に含まれる元素の種類を確認できる場合がある。

　例えば，蒸留水に硝
しょう

酸
さん

銀
ぎん

AgNO3水溶液を加えても変化は起こらないが，

食塩水に硝酸銀水溶液を加えると，水に溶けにくい白色の沈殿（塩
えん

化
か

銀
ぎん

AgCl）が生じる。この反応から，食塩には塩素 Clが含まれていることが

わかる。

　また，大理石に塩酸を注ぐと，気体が発生する。この気体を石灰水（水

酸化カルシウム水溶液）に通じると，水に溶けにくい白色の沈殿を生じる。

この沈殿は炭酸カルシウム CaCO3であり，二酸化炭素 CO2により生成

する。したがって，大理石から発生した気体は CO2と特定でき，大理石

には炭素 Cが含まれていることがわかる。

▲図 22　塩素による水道水の 
殺菌　水道水に含まれる殺

さっ

菌
きん

用の
塩素は，硝酸銀水溶液によって検
出が可能である。

▲図 23　炭素の確認　大理石に塩酸を注ぐと，気体の二酸化炭素が発生して，石灰水が白く濁る。

硝酸銀
水溶液

▲図 21　沈殿反応　食塩水に硝
酸銀水溶液を加えると，塩化銀の
白色の沈殿が生じる。

食塩水

塩化銀
AgCl

融
ゆう
雪
せつ
剤
ざい
を溶かした水溶液に硝酸銀水

溶液を加えたら白色沈殿を生じたよ。
炎色反応が橙赤色を示すとき，融雪
剤に含まれる元素は何だろうか。

さまざまな物質の炎色反応を確かめてみよう実 験

さまざまな金属の元素を含んだ物質の炎色反応を確かめる。

１  各種飽和水溶液（塩化ナトリウム NaCl，塩化リチウム LiCl，
塩化カリウム KCl，塩化銅（Ⅱ）CuCl2，塩化ストロンチウム
SrCl2，塩化カルシウム CaCl2，塩化バリウム BaCl2）を用意
する。
2  それぞれの飽和水溶液 1 mLを別々の蒸
発皿に取り，エタノールを 2 mLずつ加
えて，ガラス棒でよくかき混ぜる。
3  蒸発皿中の混合溶液に点火して，炎の色
を観察する。必ず燃えつきるまで行う。

１図 19を参考にし，炎の色から，溶けている元素の種類を推測する。

課題

実験

5

10

考察

1

塩化カリウム 塩化銅（Ⅱ）

●各種の飽和水溶液
●蒸発皿
●エタノール
●駒

こま

込
ごめ

ピペット
●ガラス棒
●点火器具

準備

呼気

←石灰水塩酸＋
大理石

石灰水

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム 解答➡ p.24

●エタノールは引火しやすいので注意する。
●蒸発皿は高温になっているので，やけど
に気をつける。
●必ず燃えつきるまで行う。途中でエタ
ノールをつぎ足してはならない。

エタノール
を加える

飽和水溶液

※実験は，p.194～195を参考に安全に留
意して行うこと。
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1種類の元素でできている純物質を単体，2種類以上の元素からできている純物質を化合物という。

純物質を構成する元素の種類に
よって，単体と化合物に分けられ
る。

●同素体　単体の種類は元素の種類（約 120種類）よりもいくらか多い。

それは，いくつかの元素には，性質の異なる複数の単体が存在するからで

あり，これらを同
どう

素
そ

体
たい

という。例えば，黒
こく

鉛
えん

（グラファイト）とダイヤモン
ドは，どちらも炭素 Cからできている単体であるが，色，硬

かた

さ，熱や電

気の伝えやすさなどの性質が異なる。現在ではその存在が明らかにされた

フラーレンやカーボンナノチューブも炭素の同素体である。硫
い お う

黄 Sの同

素体には，斜
しゃ

方
ほう

硫黄と単
たん

斜
しゃ

硫黄，およびゴム状硫黄がある。また，酸素

Oの同素体には，酸素O2とオゾンO3などがある。

1

2

1　黒鉛は，鉛筆の芯
しん

や乾電池
の電極などに使われている。鉛
筆の芯は，黒鉛と粘

ねん

土
ど

の混合物
を高温で焼き固めてつくられる。
2　炭素原子が網目のように結
びついて筒

つつ

状
じょう

になった物質であ
る。

3　黄リンは，精製すると白色
なので，白

はく

リンとも呼ばれる。

▲図 15　同素体

斜方硫黄（常温で安定した結晶）

単斜硫黄（針状の結晶）

ゴム状硫黄（やや弾力性がある。純粋な
ものは，黄色を示すことがある。）

黒鉛（黒色で，軟らかい。）

赤リン（毒性は少ない。空気中で自然発
火しない。）

マッチ箱の摩擦面に
使われる。

ま さつ

ダイヤモンド
ネックレス

水

フラーレンの
分子の構造

フラーレン　C60　

ダイヤモンド（無色透明で，硬い。）

鉛筆の芯

硫黄の同素体リンの同素体炭素の同素体C P S

黄リン（有毒。空気中で自然発火するの
で，水中で保存する。）

おう

せき

3

次の組み合わせのうち，互いに同素体の関係にあるものを番号で答えよ。

（1）酸素とオゾン　　（2）水と氷　　（3）鉛と亜鉛　　（4）銀と水銀
5

▲図 17　ダイヤモンドの構造▲図 16　黒鉛の構造

ダイヤモンドと黒鉛は同素体の関係で，
別の構造をとるよ（➡ p.66）。
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物質の三態と状態変化  物質の三態   three states of matter

●物質の三態　水は 1気圧（1.013×105 Pa）のもとで，室温では液体であ

るが，0℃以下では固体の氷として存在し，100℃以上では気体の水蒸気

として存在する。このようにあらゆる物質は，温度と圧力に応じて固
こ

体
たい

，
液
えき

体
たい

，気
き

体
たい

のいずれかの状態をとる。この 3つの状態を物
ぶっ

質
しつ

の三
さん

態
たい

という。

●状態間の変化　温度を変化させると物質の状態は変化する。
この三態間の変化は，状

じょう

態
たい

変
へん

化
か

とも呼ばれる。

　一定の圧力のもとで固体を加熱すると，ある温度で融
と

けて

液体になる。この変化を融
ゆう

解
かい

といい，融解が起こる温度を融
ゆう

点
てん

という。一方，液体を冷却すると，ある温度で固体になる。

この変化を凝
ぎょう

固
こ

といい，凝固が起こる温度を凝
ぎょう

固
こ

点
てん

という。

純物質の凝固点は融点と等しい。

　また，液体から気体への変化を蒸
じょう

発
はつ

といい，液体が沸
ふっ

騰
とう

す

る温度を沸
ふっ

点
てん

という。一方，気体から液体への変化を凝
ぎょう

縮
しゅく

と

いう。

　液体を経ずに固体から気体へ変化することもある。この変

化を昇
しょう

華
か

という。また，気体から固体への変化を凝
ぎょう

華
か

という。

ヨウ素やドライアイスは常温・常圧で昇華する。

B

▲図 27　水に同じ割合で熱を加えたときの状態と温度変化　液体から気体への変化を蒸発というのに対して，液体の表面だけではなく，
内部からも気体が発生する現象を沸騰という。物質の融解や沸騰が起こっている間は，温度は一定に保たれる（圧力は 1.013× 105 Paで一
定とする）。

●物理変化と化学変化　氷が融解して水になるような状態変化では，
水という物質そのものは変わらない。物質そのものは変化せず，物

質の状態だけが変わる変化を物
ぶつ

理
り

変
へん

化
か

という。これに対して，水の

電気分解によって水素と酸素が生じたり（分解），水素が酸素と反応

して水ができたりするように，物質の種類が変わる変化を化
か

学
がく

変
へん

化
か

，

あるいは化
か

学
がく

反
はん

応
のう

という。

との中学校

●蒸発，沸騰　●融点，沸点
●分

ぶん

解
かい

…1種類の物質が 2種類
以上の物質に分かれる化学変化。
分解とは逆に，2種類以上の物
質が結びついて新しい物質がで
きる化学変化もある。

蒸発と沸騰の違いは何かな。

氷 氷と水 水 水と水蒸気 水蒸気

沸点
100

融点
    0

温
度〔
℃
〕

加熱時間

100℃の水蒸気

100℃の水

0 ℃の水

0 ℃の氷
沸騰

融解

▲図 26　水の状態変化
　　は加熱，　　は冷却（圧力一定のとき）
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化学結合

分子間力と分子結晶  分子結晶  molecular crystal

●分子間力　二酸化炭素 CO2は常温では気体であるが，温度を下げると

分子が規則正しく配列して固体のドライアイスになる。ドライアイスの中

では，無極性分子である二酸化炭素分子どうしが弱い力で引き合っている。

一般に分子間にはたらく弱い引力を分
ぶん

子
し

間
かん

力
りょく

という。分子間力は共有結合

やイオン結合に比べてずっと弱い力である。

●分子結晶　ドライアイスやナフタレンのように，多数の分子が分子間力
によって引き合い，規則正しく配列してできた結晶を，分

ぶん

子
し

結
けっ

晶
しょう

という。

ヨウ素の結晶も，ヨウ素分子 I2からなる分子結晶である。

　分子結晶は，分子間にはたらく引力が弱いので，一般に融
ゆう

点
てん

が低く，軟
やわ

らかくて，ドライアイスやヨウ素のように昇
しょう

華
か

しやすいものが多い。また，

電気を通さないものが多く，液体になっても電気を通さない。

E

▲図 34　二酸化炭素の分子結晶の構造
棒線や破線は，二酸化炭素分子の位置関係を示す。

▲図 35　ヨウ素の分子結晶の構造
棒線や破線は，ヨウ素分子の位置関係を示す。

分子どうしは弱い力で
結びついているんだね。

水素結合化学
への

▲図 a　水素化合物の沸点

　水 H2Oは，硫
りゅう

化
か

水素 H2S，セレン化水素 H2Se，テルル
化水素 H2Teと同じ 16族元素の水素化合物であるが，水の
沸
ふっ

点
てん

は 100℃であり，ほかの 16族元素の水素化合物の沸点
に比べて，著

いちじる

しく高い。これは，酸素 Oの電
でん

気
き

陰
いん

性
せい

度
ど

が非
常に大きいため，水分子の間に O－H…Oという Hを仲立
ちとした結びつきを生じるためである。この…で表す結合の
ように，水素原子を仲立ちとした分子間の結合を水

すい

素
そ

結
けつ

合
ごう

と
いう。
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化学結合

静電気的な引力はイオンのまわり
のどの方向にもはたらくことがで
きるよ。

イオン結合とイオン結晶  イオン結合  ionic bond

●イオン結合　陽イオンと陰イオンは静
せい

電
でん

気
き

的な引
いん

力
りょく

（クーロン力
りょく

）で引き

合い，互いの電
でん

荷
か

を打ち消し合うような割合で結びつく。このような陽イ

オンと陰イオンの静電気的な引力による結合をイオン結
けつ

合
ごう

という。

C

イオンからできる物質はどんな結合をつくり，
どのような性質があるのだろうか。

●組成式　イオンからなる物質は，構成イオンの種類とその数の割合を最
も簡単な整数比で示した組

そ

成
せい

式
しき

で表される。

　一般に，イオンからなる物質では，正・負の電
でん

荷
か

がつり合い，全体とし

て電気的に中性となるため，次の関係式が成り立つ。

  （陽イオンの価数）×（陽イオンの数の比）＝（陰イオンの価数）×（陰イオンの数の比）

１

▲図 11　イオン結合

▲図 12  　組成式の書き方
多原子イオンが 2個以上あるときは，その集団を（　）でくくり，その数を右下に書く。1個のとき
は（　）も省く。

1　組成式は，イオンからなる
物質だけでなく，炭素の単体 C

や，鉄 Fe，亜鉛 Znなどの金属
の単体を表すときにも用いられ
る。

11＋ 17＋

ナトリウム原子が価電子を
失い，塩素原子がその電子
を受け取る。

① イオンの形成
か でん し

Na Cl

11＋ 17＋
生成したナトリウムイオン
と塩化物イオンが静電気的
な引力で引き合い，結合す
る。

② イオン結合

Na+

Na+

Cl-

Cl-

－
＋

静電気的
な引力

（クーロン力）

①陽イオンを前に，陰イオンを
　後ろに書く。

②正・負の電荷がつり合うよう
　に，陽イオンと陰イオンの数
　の比を求める。

③②で求めた比を表す数を，そ
　れぞれ元素記号の右下に書く。
　ただし，電荷と数字の 1は省
　略する。

 （陽イオンの価数） × （陽イオンの数の比）＝ （陰イオンの価数） × （陰イオンの数の比）
Ca（OH）2 2 × 1 ＝ 1 × 2
Al2O3 3 × 2 ＝ 2 × 3

Ca2+　OH-

Ca2+：OH-＝1：2

Ca1（OH）2

Ca（OH）2

Ca2+ と OH-の場合

Al3+　O2-

Al3+：O2-＝2：3

Al2O3
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Al2O3の場合

価数の比とは逆の比になっている
んだね。

Al3+

2

O2-

3
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図 11

図 a



　フッ素 Fや窒
ちっ

素
そ

Nも電気陰性度が非常に大きく，その水
素化合物は強い極性をもつため，フッ化水素分子 HFやアン
モニア分子 NH3の間にも F－H…F，N－H…Nという水素
結合が形成される。生体内の DNAやタンパク質でも水素結
合が多数形成されている。水素結合は，共有結合やイオン結
合に比べるとかなり弱いが，無極性分子間にはたらく分子間
力よりも 10倍程度も強い。
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▲図 b　水素結合

氷の結晶構造
　氷の結晶は，どの水分子も正四面体の頂点に位置する 4個の水分子に囲まれ，正四面体の頂点方向から水素結
合で結びついており，分子間にすき間の多い結晶構造をとる。したがって，水が凝固して氷になると体積が増加し，
密度は減少する。逆に，氷が融

ゆう

解
かい

して水になると体積が減少し，密度は増加する。これは，氷が融解すると，す
き間の多い結晶構造が部分的に壊

こわ

れ，自由になった水分子がそのすき間に入り込むためである。

10
➡p.27

ファンデルワールス力
　水素分子 H2，メタン分子 CH4のような無極性分子の間にも弱い引力がはたらき，分子が互

たが

いに引き合って液体
や固体になる。このようなすべての分子間にはたらく引力や，極性分子間にはたらく静電気的な引力など，水素
結合以外の分子間にはたらく引力をまとめてファンデルワールス力

りょく

という。
　分子間力は，水素結合とファンデルワールス力をまとめた呼び方である。
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15

▲図 c　固体と液体の密度と浮き沈み　多くの物質で
は，固体の方が液体よりも密度が大きいので，固体は
液体中に沈む。しかし，水は例外で，氷は密度が水よ
りも小さいため，水に浮く。
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▲図 d　氷の結晶の模式図

水素結合H
O

1　無極性分子であっても，分子の中で電子が運動しているため，常に瞬
しゅん

間
かん

的
てき

に電子の分布に偏
かたよ

りが生じている。
そのため，わずかに正に帯電した部分（δ＋）とわずかに負に帯電した部分（δ－）が生じ，分子間に引力がはたらく。
このような，すべての分子間にはたらく引力を分散力という。

▲図 e　分子間力と水素結合・ファンデルワールス力の関係

ファンデルワールス力

すべての分子間にはたらく引力（分散力）

極性分子間にはたらく静電気的な引力

（分子の質量が大きいほど，引力の大きさは大きい）

（イオン間にはたらく静電気的な引力より小さい）

水素結合

分子間力
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化学結合

化学結合と物質の分類  化学結合  chemical bond

　ここまで，物質をつくる粒
りゅう

子
し

の種類とその結合について学習し，私たち

の身のまわりにはイオンからなる物質，分子からなる物質，原子からなる

物質，金属などの物質が存在することを学んだ。

　物質は，その物質を構成する，原子，分子，イオンなどの粒子の種類や

結合の仕方によって，融
ゆう

点
てん

や硬
かた

さ，電気伝導性などに違いを生じる。

　例えば，イオンからなる物質（イオン結
けっ

晶
しょう

）の融点は高く，常温で固体で

ある。その一方，分子からなる物質（分
ぶん

子
し

結
けっ

晶
しょう

）の融点は比較的低く，常温

で液体や気体のものが多いが，固体のものでは昇
しょう

華
か

しやすいものが多い。

また，原子からなる物質についてみてみると，金属元素の原子からなる物

質（金
きん

属
ぞく

結
けっ

晶
しょう

）は，水銀のように融点が低く常温で液体のものから，タング

ステンのように融点が高く 3400℃以上になるものまでさまざまである。

一方，共有結合のみからなる結晶（共
きょう

有
ゆう

結
けつ

合
ごう

の結
けっ

晶
しょう

）は，極めて融点が高い。

A

化学結合と物質の分類 �4節

▲図 48　結晶の融点（℃） 出典 化学便覧改訂第 5版

結合の種類から物質の大まかな性質を
まとめられるのだろうか。

（1）イオン結合
金属元素と非金属元素との化学
結合。NaClなど。

（2）共有結合
非金属元素どうしの化学結合。
H2，Cl2，H2Oなど。

（3）金属結合
金属元素のみからなる化学結合。
Na，Cuなど。
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塩化ナトリウム
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二酸化ケイ素
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水酸化ナトリウム
　　　 　　 318

＊ダイヤモンドの融点は，
  1.2 × 1010 Paでの値。

アルミニウム
　　　　 660

鉄　　  1535

銅　　  1083

亜鉛　　 420

ナトリウム  98
水　　　　 0

水素　 －259

水銀　  －39

金属の固体では，自由電子が金属原子を結びつけている。金属のもつ電気伝導性，熱伝導性，
展性，延性，金属光沢などの特有の性質は，金属中に存在する自由電子による。
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▲図 50　さまざまな物質の分類
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（イオン結晶）

分子からなる物質
（分子結晶）

原子からなる物質
（共有結合の結晶）

物質の例
アルミニウム Al
鉄 Fe
ナトリウム Na

塩化ナトリウム NaCl
ヨウ化カリウム KI
酸化カルシウム CaO

ヨウ素 I2
水 H2O
二酸化炭素 CO2

ダイヤモンド C
二酸化ケイ素 SiO2

黒鉛 C

融点の特
とく

徴
ちょう 高いものから低いものまで，

さまざまである。
高い。

低いものが多い。
昇華しやすいものが多い。

非常に高い。

電気
伝導性

固体 あり なし なし なし（黒鉛は例外）
液体 あり あり なし

機械的性質
（変形のしやす
さ，硬さなど）

展
てん

性
せい

，延
えん

性
せい

に富む。 硬くて，もろい。 軟
やわ

らかく，砕
くだ

けやすい。
非常に硬い。
（黒鉛は軟らかい。）

結晶の例

物質の例

金 塩化ナトリウム ドライアイス ダイヤモンド

金属元素の原子 非金属元素の原子
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▲図 49　結合と結晶の分類

物質を構成する粒子の種類，化学結合や分子間力などの種類によって，物質を大まかに分類することができる。

一般に分子間力はイオン結合や共
有結合に比べて弱い結合であるた
め，分子結晶には昇華しやすいも
のが多い。
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1 mol の気体の体積  モル体積  molar volume

●物質量と気体の体積　イタリアのアボガドロは，「同温・同圧で同体積
の気体の中には，気体の種類によらず，同数の分子が含まれる。」という仮説
を提唱した（1811年）。後年，このことはさまざまな実験によって確かめら

れ，アボガドロの法
ほう

則
そく

と呼ばれるようになる。実測によると，0℃，1.013×

105 Pa（標準状態）において，多くの気体 1 molの体積は 22.4 Lになる。物

質 1 molあたりの体積をモル体
たい

積
せき

という。標準状態での気体のモル体積は

22.4 L/molになる。

　気体の物質量は，標準状態での気体の体積とモル体積から3式のように
求められる。

　　気体の物質量〔mol〕＝　　　　　　　　　　　　� 3

B

1 2

標準状態での気体の体積〔L〕
22.4 L/mol

▲図 9　風船

（1）標準状態で 5.60 Lの酸素O2の物質量は何 molか。
（2）3.00 molの窒素 N2は，標準状態では何 Lか。

6

1　Pa（パスカル）は，圧力の
単位である。1 Paは 1 m2あた
りに 1 N（ニュートン）の力がは
たらくときの圧力である
（1 Pa＝ 1 N/m2）。
2　以降，本書では，0℃，1.013
× 105 Paを標準状態とする。

ドライアイスから気体 1mol の体積をはかろう

　二酸化炭素 CO2（分子量 44）の質量と体積をはかり，気体 1 molの体積がどれくらいになるのか実感しよう。 15

１  ドライアイスの質量（約 1 g）をは
かり，水を満たしたペットボトル
に入れて，すばやく栓をする。

　 栓には，あらかじめゴム管つきの
ガラス管を通しておく。 20

2ゴム管から出て
くる水の体積を
メスシリンダー
ではかる。

❷の結果から，1 molの二酸化炭素の
体積を計算してみよう。

この実験では，正確に 1 molが 22.4 Lにならない。
どうして 22.4 Lにならないか，またそれを確認す
る方法などを話し合ってみよう。

気体 1モルの体積（標準状態）を
立方体と球で再現してみよう。

空気は N2とO2がほぼ 4：1

N2の分子量：28

O2の分子量：32

分子量の平均は 28.8

●ドライアイスは，手で触れない。

ガラス管
ドライ
アイス

水

▼表 3　気体 1molの量的関係

体積
（標準状態）

質量
分子の個数
物質量

気体の種類

22.4 L

2.0 g
6.0 × 1023個

2.0

水素 H2 1 mol

22.4 L

32 g
6.0 × 1023個

32

酸素O2 1 mol

22.4 L

44 g
6.0 × 1023個

44

二酸化炭素 CO2 1 mol

22.4 L

28.8 g
6.0 × 1023個

28.8

空気 1 mol

ゴム管

メスシリンダー
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実験例

あらかじめ濃度を求めた水酸化ナトリウム水溶液
を用いて，食

しょく

酢
す

中の酢
さく

酸
さん

の濃度を求める。

シュウ酸標準溶液をつくり，水酸化ナトリウム水
溶液の正確な濃度を求める。
１ 0.0500 mol/Lシュウ酸標準溶液をつくる
　（➡ p.127）。
2シュウ酸標準溶液 10.0 mLを正確にはかり取
り，水酸化ナトリウム水溶液を滴

てき

下
か

して，完全
に中和するのに必要な水酸化ナトリウム水溶液
の体積を求める。

課題

操作A

20

25

●ビーカー（100 mL）　●コニカルビーカー（100 mL）
●安全ピペッター　●ホールピペット（10 mL）
●メスフラスコ（100 mL）　●ろうと
●ビュレット（25 mLまたは 50 mL）　●洗

せん

浄
じょう

瓶
びん

（純水）
●電子てんびん　●ビュレット台
●シュウ酸二水和物（COOH）2・2H2O

●約 0.10 mol/Lの水酸化ナトリウム水溶液　●食酢
●フェノールフタレイン溶液

準備

食酢の濃度を調べる 15実 験 4

▲図 a　シュウ酸二水和物の結
晶

との科学

　中
ちゅう

和
わ

滴
てき

定
てい

で用いる標準溶液を調製することは，なかなか難しい。例えば酸において，硫
りゅう

酸
さん

は空気中の水分を吸収しや

すい性質（吸
きゅう

湿
しつ

性
せい

）があり，塩酸は溶質の塩化水素が蒸発しやすい性質（揮
き

発
はつ

性
せい

）があるなど，ともに濃
のう

度
ど

が変化しやすい。

そこで，中和滴定の酸の標準溶液には，シュウ酸水溶液がよく用いられる（➡ p.127）。これは，シュウ酸水溶液を調製

する際に用いるシュウ酸二水和物（COOH）2・2H2Oの結
けっ

晶
しょう

が，次の①～③のような特
とく

徴
ちょう

をもつためである。

①再結晶などにより，高純度のものが得やすいこと。

②結晶が安定で潮
ちょう

解
かい

（固体が空気中の水分を吸収して溶ける現象）が起こらないこと。

③固体なので，質量を正確にはかることができること。

　また，塩基において，代表的な水酸化ナトリウムの結晶は固体ではあるが，潮
ちょう

解
かい

性
せい

や空気中の二酸化炭素と反応して

変化する性質などがあり，正確に質量をはかることができないため，正確な濃度の水溶液を調製することが難しい。

　しかし，濃度のわからない酸の水溶液の濃度を決定するには，どうしても塩基の標準溶液が必要となる。そこで，中

和滴定で用いる水酸化ナトリウム水溶液は，使用直前にシュウ酸の標準溶液で滴定し，正確な濃度を決定してから時間

をおかずに使用される。最初につくったシュウ酸水溶液を一次標準溶液，それとの中和滴定で濃度を決めた水酸化ナト

リウム水溶液は二次標準溶液と呼ばれる。

5

10

酸・塩基の標準溶液について

ビュレットの目盛りは 0.01 mL
単位まで読みとって記録する。
例えば，上図の目盛りは何 mL
になるか。試しに読んでみよう。▲図 b　水酸化ナトリウムの潮解性

● 水酸化ナトリウムなどの強塩基は，
目に入ると失明のおそれがあるた
め，必ず保護眼

めがね
鏡を着用する。

9

10

〔mL〕

p.127の気づきラボ 19で調製した，
シュウ酸水溶液を使おう。

p.126の図 15，
p.127の図 16，表 7を
参照しながら，実験を行おう。
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